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研究成果の概要（和文）：　本研究は、第二次世界大戦およびその後の国共内戦という二つの総力戦を経験した
ことによって、中国の社会秩序がどのように変容し、その変容が中華人民共和国の誕生にどのように関わり、同
国家の政策展開や政治手法にどのような政治文化的な特質をもたらしたかを、地域的な差異に留意しつつ明らか
にした。そのうえで、同じく総力戦を経験した東アジア諸地域と比較して、その意義づけを行い、中国近現代史
に新たな比較研究の視座を提供した。

研究成果の概要（英文）： This study considers the change of social order that was brought in China 
by the experience of two total wars, namely the Second World War(1939-1945) and the Chinese Civil 
War that followed it(1946-1949). It also makes clear that the change affected the establishment of 
the People's Republic of China and contributed to the formation of new political culture in China. 
In addition, by comparing the experience of total war in other areas of East Asia, such as Japan and
 Taiwan, this study provides a new comparative perspective on modern Chinese history. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）一般に、総力戦という 20 世紀を特徴
づける戦争は、社会の上層から基層にまでお
よぶ広範かつ深刻な変容をもたらし、その変
容は戦後社会に引き継がれた。中国史の場合、
このような視点からの歴史分析は、本研究の
研究代表者や分担者の一部が企画・運営にか
かわっている中国基層社会史研究会が中心
となって進められ、日本史との新たな比較研
究の可能性を切り開いてきたが、なお具体的
な対象地域は限定され、論点の広がりも十分
ではなかった。 
 
（２）近年の中国近現代史研究は、史料の豊
富化に促されて個別事象の新たな発掘は大
幅に進展したが、他方で、そこに閉じこもり、
外部への発信力をむしろ低下させている傾
向がみられる。本研究は、上記の比較研究を
より一層拡充することによって、このような
閉塞状況を克服する意図をもっていた。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、第二次世界大戦およ
びその後の国共内戦という二つの総力戦を
経験したことによって、中国の社会秩序がど
のように変容し、その変容が中華人民共和国
の誕生およびその政策展開や政治手法にど
のような政治文化的な特質をもたらしたか
という点を明らかにすることである。 
 
（２）その際、中国の伝統社会が内包する地
域的多様性、さらには戦争自体が地域ごとに
異なる環境と経験をもたらした事実に着目
し、そうした地域ごとの複合的差異を踏まえ
たうえで立体的な全体像の構築をめざす。 
 
（３）そのうえで、同じく総力戦を経験した
東アジア諸地域と比較して、その意義づけを
行い、中国近現代史に新たな比較研究の視座
を提供する。 
 
３．研究の方法 
（１）上記した研究目的の実現のためには、
同一の問題意識を共有しつつ、中国内の異な
る諸地域に関する研究実績をもった複数の
研究者が協力する必要がある。そのため、研
究代表者および分担者は各自の役割分担・地
域分担にもとづいて中国大陸・台湾・香港で
史料調査・収集を行うとともに、日常的な研
究会を定期的に開催して、各自の成果の共有
に努めた。 
 
（２）そのうえで、日本・台湾・朝鮮など中
国以外の東アジア諸地域を対象とする研究
者をまじえたワークショップやシンポジウ
ムを開催し、相互の討論を通じて中国的特質
について理解を深めた。 
 
４．研究成果 
本研究では、都市と農村、華中と華北、日

中戦争期の日本占領区、国民党統治区、中国
共産党統治区といった異なった来歴をもっ
た地域ごとの動向を明らかにし、そこにおけ
る戦争がもたらした社会秩序の変容を考察
した。そして、中華人民共和国初期における
宗族、商工業団体、民間信仰、大衆動員、徴
税、食糧買付、言論界、出征兵士家族支援、
プロパガンダ、民意調達システムなどを詳細
にとりあげ、戦争による社会変容がもたらし
た政治文化的な特質を明らかにした。そのう
えで、戦時期の日本、台湾、朝鮮など他の東
アジア諸地域との比較研究のための議論の
場を提供した。 
なお、本研究の中間的な成果としては、研
究の一環として開催したワークショップや
シンポジウムの討論記録を小冊子にまとめ
た。これらは、関連する研究者や研究機関に
配布した。さらに本格的な成果報告としては、
研究代表者・研究分担者・連携研究者のほぼ
全員が分担執筆した学術論文集（『戦時秩序
に巣喰う声：日中戦争・国共内戦・朝鮮戦争』）
を創土社から 2017 年秋に出版する予定であ
る（現在、印刷中）。 
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